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市
職
労
退
職
者
の
会 

 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
１
月
22
日
（
土
）

に
天
神
「
平
和
楼
」
で
42
名
が
出
席
し
て
歌

あ
り
、
踊
り
あ
り
の
楽
し
い
第
3
回
総
会
を

開
き
ま
し
た
。 

〈
こ
の
一
年
間
の
活
動
〉 

①
役
員
会
を
4
月
以
降
に
5
回
開
催
し

て
役
員
体
制
を
強
化
し
な
が
ら
事
業
計
画
な

ど
を
検
討
し
た
。 

②
「
退
職
者
の
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
3
号
を

発
行
し
ま
し
た
。 

③
5
月
１５
日
に
「
第
1
回
歴
史
探
訪
」

と
し
て
博
多
区
の
寺
社
め
ぐ
り
を
実
施
（
23

名
）
し
ま
し
た
。 

④
10
月
31
日
に
第
2
回
バ
ス
ハ
イ
ク
を

「
湯
田
温
泉
と
雪
舟
庭
」
で
実
施
（
43
名
）

し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

第
３
回
総
会
終
わ
る 

新
役
員
、
活
動
方
針
な
ど
決
定 

 

 

新
年
度
の
活
動
計
画 

①
２
０
１
１
年
５
月
14
日
（
土
）
に
中

央
区
の
歴
史
遺
産
を
見
て
回
る
「
第
2
回

歴
史
探
訪
」
を
実
施
し
ま
す
。 

②
新
企
画
と
し
て
「
青
春
１８
キ
ッ
プ
の

日
帰
り
旅
行
」
を
3
月
28
日
（
月
）
に
実

施
し
ま
す
。 

③
第
3
回
バ
ス
ハ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、

幹
事
会
で
協
議
し
て
企
画
し
ま
す
。 

④
会
員
の
共
通
の
趣
味
な
ど
を
も
と
に

サ
ー
ク
ル
活
動
を
計
画
し
ま
す
。 

⑤
特
別
企
画
と
し
て
「
古
典
芸
能
を
楽

し
む
会
」、「
な
つ
か
し
の
映
画
鑑
賞
会
」

な
ど
も
検
討
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。 〈

新
年
度
役
員
〉 

新
役
員
は
、
会
長
に
岡
田
洋
さ
ん
ほ
か

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

 

会 

長 

岡
田 

洋 

副
会
長 

原
田
松
美
、
日
下
部
恭
久 

大
野
節
子 

 

監 

査 

本
多
元
章 

事
務
局
長 

横
多
文
男 

 

幹 
事 

阿
志
賀
一
夫
、
熊
本
千
代
子 

斎
藤
克
二
、
田
中
賢
吾 

林 
良
一
、
原
井
恵
美
子 

 

 

 

〈
新
企
画
〉
第
一
弾 

（
裏
面
） 

 

青
春
18
キ
ッ
プ
の
旅 

普
通
列
車
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、

一
日
か
け
て
旅
を
楽
し
み
ま
す
。 

 

日 

時 

3
月
28
日
（
月
） 

 

内 

容 

JR
久
大
線
ほ
か 

 
 

〈
主
な
目
的
地
〉 

 
 

 

○
夜
明
駅
の
桜
見
物 

 
 

 

○
彦
山
の
桜
見
物 

 
 

 

○
香
春
岳 

 
 

 

○
門
司
港
レ
ト
ロ
散
策 

 

参
加
費 

２
，
３
０
０
円
（
運
賃
） 

 
 

 

＊
弁
当
は
駅
弁
な
ど
で 

 

参
加
募
集 

25
名 

申
込
先 

７
１
１ 

４
９
４
０ 

＊
市
職
労
書
記
局
に
3
月
10
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
会
で
は
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し
く

「
祝
賀
の
舞
」を
穂
坂
ヒ
ロ
子
さ
ん
に
踊

って
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
懇
親
会
で
は
沢
山
の
方
々
か

ら
歌
や
出
し
物
な
ど
が
あ
り
和
気

藹
々
の
雰
囲
気
の
中
で
2
時
間
余
り

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ま
だ
退
職
者
の
会
の
行
事
に
参
加
さ

れ
て
な
い
方
は
、
次
は
ぜ
ひ
参
加
し
ま

せ
ん
か
。 


